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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

障害者の方を補佐し支援している指導員の力量により作業効率の高低差が見られる。良い状態を維持できるよう指導員

の教育指導にも注目している。

施設外勤務のできる利用者の確保

連携先の企業等の意見または評価

自動車部品工場 工場長　A氏

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

住　所

電話番号

事業所番号

管理者名

対象年度

2318101116

及川由紀子

令和6年度

◆

◆

活動の様子の写真・成果物の写真

活動内容の追加コメント

コミュニケーションを取りながら作業することで作業

効率がアップした。モチベーションも高まりチームと

して機能しだしている。

◆

課題点

：

：

生産性が上がったことで作業量も増え施設外員増

員となった。新たな作業も頂き幅が増えた。

生産も増え作業ペースが上がったこ

とでミスに繋がらないようにする。

得られた成果

対象者にとっての

メリット

：

：
障害者と働き理解を深めて頂くこと

で地域に馴染みやすくなる

一般社会人と関わることにより一般

就労をイメージし易い。

実施した結果

1日7名～12名

地域連携活動の

ねらい

地域にとっての

メリット

連携先企業名 担当者名

活動場所

実施日程

実施した生産活動

施設外就労の概要

利用者数

：

◆

◆

◆

◆ ：
コミュニケーションスキルが上達し

た。作業効率もアップした。

：

障害者のスキルアップと社会参加

事業所名

052-887-4350

自動車関連工場・施設外先

月～金　週5日

自動車部品などの検査、軽量、梱包

ほまれの家名古屋南店

愛知県名古屋市南区内田橋１丁目7番20号1階B号室

地域連携活動の概要

様式１


